
地域生物多様性増進法
申請様式等の⾒直しのポイント

〜地域における⽣物の多様性の増進のための活動の
促進等に関する法律に基づく認定申請に向けて〜

令和８年２⽉



はじめに

■環境省・農⽔省・国交省では、⺠間の取組等によって⽣物多様性の保全が図られている区域
を「自然共⽣サイト」として認定しています。

■自然共⽣サイトに認定されることにより、国際目標である30by30目標の達成に寄与できる
など、様々なメリットがあります。

■この度、申請の効率化等のため、申請様式及び⼿引きの⾒直しを⾏いました（2026年２⽉）。
詳細は次⾴以降をご参照ください。

＜認定された自然共生サイトの例＞

三井住友海上駿河台緑地
（東京都）

コウノトリ育む祥雲寺水田
とビオトープ（兵庫県）

盛岡セイコー工業 わくわくの
森・わくわくトープ（岩手県）

つくばこどもの森保育園
（茨城県）

山川の海のゆりかご
（鹿児島県）

＜申請主体の内訳＞

◆30by30目標達成に貢献する
• 自然共⽣サイトの区域のうち保護地域との

重複を除いた面積を国際OECMデータベース
に登録。

• 行為規制を伴わず、⽣物多様性の価値があ
る場を公的に評価。

◆社会的な発信ができる（主に企業）
• 企業経営においても、自然資本への依存や

リスクを評価し、⽣物多様性保全に積極的
に取り組むことが求められている（TNFD開
示等）。

◆活動に対する支援を受けやすくなる
• 国による認定を受けることで、⺠間企業等

からの支援を呼び込みやすくなる。
• 環境省で支援マッチング、企業へのインセ

ンティブとなる支援証明書の発行も可能。
• 生物多様性保全推進支援事業（交付金）や

各種モデル事業等公的支援も。

◆広告効果、ネットワーク形成
• ロゴマークの使用等により、国の認定を受け

たことをPR。
• ⽣物多様性保全に対する社会の関心が高まる

ほど、社会的評価が高まることに期待。
• 自然共⽣サイト間のネットワーク形成も可能。

出典：横枕農園ウェブサイト 自然共⽣サイト検索ナビ

TNFD情報開示
提言やガイダンスに沿って
TNFDレポートの作成

出典：兵庫県ウェブサイト

⽣物多様性地域戦略等の
自治体の計画とも整合
するとさらに効果大！

出典：Protected Planet

自然共生サイトに認定されるメリット

自然共生サイトについて
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富士フイルム 湧水の森林
（もり）（神奈川県）



F

F

2

増進活動実施計画等の申請様式の⾒直しについて

令和８年度認定スケジュール

第３回
＜新様式へ

完全切り替え＞

第２回
＜新様式へ

切り替え※＞
第１回

令和８年９⽉末令和８年５⽉末令和８年１⽉末申請書類提出目途

令和８年10⽉令和８年６⽉令和８年２⽉事務局による予備審査

令和８年11⽉
〜12⽉

令和８年７⽉
〜８⽉

令和８年３⽉
〜４⽉有識者審査

令和９年１⽉令和８年９⽉令和８年５⽉省庁審査

令和９年２⽉令和８年10⽉令和８年６⽉認定

■増進活動実施計画等の申請様式について、複数タイプ（維持・回復・創出）をまとめて申請
可能とするとともに、わかりやすくするため構成や記載内容を⾒直しました。

■令和８年第２回（令和８年10⽉認定）より新様式による受付を開始し、第３回（令和９年
２⽉認定）には新様式への完全切り替えを予定しております。

＜従前の申請様式＞ ＜新しい申請様式＞

複数タイプでの申請について

＜複数タイプでの申請が想定される事例＞
・豊かな藻場があるものの、その一部の磯焼けしているエリアで藻場育成を実施

→維持（豊かな藻場の維持）と回復（藻場育成）で１つの計画として申請
・豊かな森林と、それに隣接する荒れた放置林において適切な管理を開始

→維持（豊かな森林の維持）と回復（放置林の回復）で１つの計画として申請
・豊かな⾥⼭と、それに隣接する場所において新たにビオトープを創出

→維持（豊かな⾥⼭の維持）と創出（ビオトープの創出）で１つの計画として申請

タイプごとで
計画を分けて
申請する必要

複数タイプを
まとめて申請
可能

＜増進活動実施計画等における活動タイプ＞

※旧様式での提出も可能
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申請様式の⾒直しのポイント

書類名番号

増進活動実施計画 認定申請書様式1-1

暴⼒団排除に関する誓約事項別紙１

増進活動実施計画（本体）様式1-2

基本的事項別紙１

申請者記入シート

土地所有者等記入シート

公物等記入シート

サイト詳細シート①活動内容別紙２

サイト詳細シート②サイトの状況等

認定された場合の確認事項別紙３

活動計画概要様式1-3

書類名番号

増進活動実施計画 認定申請書様式1-1

増進活動実施計画様式1-2

サイト詳細シート①基本的事項別紙１

申請者記入シート

連携活動実施者シート＜削除＞

土地所有者シート

公物等記入シート

サイト詳細シート②サイトの状況等

サイト詳細シート③OECM

活動計画概要別紙２

森林のチェックシート別紙３

＜複数タイプをまとめて申請可能としたことによる修正点＞
①旧様式「別紙１－２増進活動実施計画」シートのうち、「３．実施区域」及び
「４．活動内容」を、新様式「別紙２①活動内容」シートとして整理。
②複数タイプを一つにまとめて申請する場合、新様式「別紙２①活動内容」シート及び
「別紙２②サイトの状況等」シートはタイプごとに整理し、それ以外は計画でまとめて

申請可能に。
＜わかりやすさの観点による修正＞

③旧様式「別紙３森林のチェックシート」について、新様式「様式1-2増進活動実施計画」
シートに移動。

④旧様式「別紙１①基本的事項」シートのうち、「「６．認定後」の⼿続きに関する質問」を
新様式「別紙３認定された場合の確認事項」シートとして新設。旧様式「別紙１③OECM」
シートを新様式「別紙３認定された場合の確認事項」シートに統合し、OECＭ関係の項目を
ひとまとまりに。

⑤旧様式「別紙１①基本的事項」シートのうち「暴⼒団排除に関する誓約事項」を新様式
「様式1-1増進活動実施計画認定申請書」の「別紙１暴⼒団排除に関する誓約事項」に移動。
⑥旧様式「別紙２活動計画概要」を新様式「様式1-3活動計画概要」に変更。

【新様式の構成】 【旧様式の構成】

※様式2-1〜2-3も同様の⾒直しを実施。
※様式4-1〜4-6及び自由様式には変更なし。

⑤

③

①②

④

④

構成の⾒直し

■複数タイプをまとめて申請できるようにしたことなどから、申請様式の構成を⾒直しました。
■その他、旧様式でのわかりにくい表現などを修正しました。

F

その他の⾒直し
記載誤りや漏れの多い項目について、設問を⾒直し
＜具体例＞
・様式1-2,2-2本体１（２）計画期間の開始日を日にち指定から「認定日」に修正
・様式1-2,2-2本体２（１）申請主体（活動主体）等を削除し、申請者情報をひとまとまりに
・ 別紙１基本的事項シート４の関連法令を自由記載から選択式に変更 等

⑥
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複数タイプを選択する場合の申請様式の記載方法

様式1-2,2-2（本体）等※【計画で１つ作成】

F

別紙２②サイトの状況等【タイプごとに作成】

別紙２①活動内容【タイプごとに作成】

１．概要

複数タイプの場合には、どのタ
イプに関するものか選択します。

・旧様式の「別紙１－２ 増進
活動実施計画」シートの一部の
内容を微修正したものです。
・複数タイプの場合には、シー
トを複写します。

複数タイプの場合には、どのタ
イプに関するものか選択します。

・旧様式の別紙１②サイトの状
況等シートの内容を微修正した
ものです。
・複数タイプの場合には、シー
トを複写します。

■複数タイプで申請する場合、活動内容やサイトの状況等※はタイプごとに整理します。
※様式1-2及び様式2-2の別紙２サイト詳細シート①活動内容②サイトの状況等

※その他、別紙２以外の様式は１つの計画につき１つ作成で構いません。

活動により増進を図る⽣物多様性
の価値について、タイプごとに
チェックします



書類名

地域⽣物多様性増進活動⼿引き＜概要編＞

地域⽣物多様性増進活動⼿引き＜提出書類・
記載例編＞

別紙１ 効果が期待できる活動⼿法

⽣態系タイプ事の活動⼿法リスト

モニタリング⼿法リスト

別紙２ ⽣物多様性の価値

F

地域生物多様性増進活動⼿引きをわかりやすく⾒直しました

地域生物多様性増進活動手引きの構成

書類名

地域⽣物多様性増進活動⼿引き＜本体＞

別紙１ 効果が期待できる活動⼿法

⽣態系タイプごとの活動⼿法リスト

モニタリング⼿法リスト

別紙２ ⽣物多様性の価値

別紙３ 記載例

【新⼿引きの構成】 【旧⼿引きの構成】

①

②

■地域⽣物多様性増進活動⼿引きについて、わかりやすくするため構成を⾒直しました。
■その他、わかりにくい表現を⾒直すとともに、Q＆Aや様式集を新設しました。

①旧⼿引きの「地域⽣物多様性増進法活動の⼿引き＜本体＞」を下記２つに分けました。
・地域⽣物多様性増進活動⼿引き（概要編）︓制度概要や⼿続き全般に関する資料
・地域⽣物多様性増進活動⼿引き（提出書類・記載例編）︓申請書類の作成のための参考資料
②旧⼿引きの「別紙３ 記載例」について、新⼿引きの「地域⽣物多様性増進活動⼿引き
（提出書類・記載例編）」に入れ込みました。

F

その他の⾒直し
・目次に該当ページへのリンクを埋め込み（地域⽣物多様性増進活動⼿引き＜概要編＞

＜提出書類・記載例編＞）
・よくあるお問合せについて、Q＆A集を新設（地域⽣物多様性増進活動⼿引き＜概要編＞）
・申請様式や参考リンクについて、様式集を新設（地域⽣物多様性増進活動⼿引き＜概要編＞）

Q＆Aのイメージ 様式集のイメージ
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＜お問合せ先＞
○制度全般に関するお問合せ先

環境省自然環境局自然環境計画課地域ネイチャーポジティブ推進室
担当︓佐々⽊、吉⽥、数野（TEL︓03-5521-8343）

○各地域での活動に関するご相談や申請に関するお問合せ
・環境省 地方環境事務所

・【事務局】独⽴⾏政法⼈環境再⽣保全機構 自然共⽣部
担当︓審査課（TEL︓044-520-9552）

TEL 0154-32-7500釧路自然環境事務所TEL 011-299-1953北海道地方環境事務所

TEL 048-600-0816関東地方環境事務所TEL 022-722-2874東北地方環境事務所

TEL 026-231-6572信越自然環境事務所TEL 052-955-2131中部地方環境事務所

TEL 086-223-1586中国四国地方環境事務所TEL 06-6881-6504近畿地方環境事務所

TEL 098-836-6400沖縄奄美自然環境事務所TEL 096-322-2433九州地方環境事務所

お問合せ先
■その他、様式の記載方法や、申請方法、制度全般に関することは、「地域⽣物多様性増進

活動の⼿引き」を参照してください。
■申請様式の作成に当たって、ご不明な点などございましたら、下記お問合せ先までご相談

ください。


